
出来形管理基礎研修
１）３次元出来形管理の概要
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３次元出来形管理とは

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 ３次元出来形管理では、施工後の構造物を３次元計測し、３次元設計データと比較して施工精度

の確認を行う。

 ＩＣＴを活用することで、これまで時間をかけて行っていた計測の作業などが効率化される。



従来の出来形管理との比較

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 従来の出来形管理では、施工後の構造物の管理断面を１点１点巻き尺やレベルで計測し、計測結

果をパソコンへ入力処理を行い、出来形管理図表を作成していた。

 多くの断面の１点１点について計測を行っており、人手と時間を要していた。

従来の出来形管理
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従来の出来形管理との比較

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 従来の出来形管理では、施工後の構造物の管理断面を１点１点巻き尺やレベルで計測し、計測結

果をパソコンへ入力処理を行い、出来形管理図表を作成していた。

 多くの断面の１点１点について計測を行っており、人手と時間を要していた。

 対して、３次元出来形管理では、無人航空機（ＵＡＶ）などを用いて出来形管理を行う範囲を面

的に短時間で計測することができるため、人手や時間の有効活用が可能となる。

従来の出来形管理 ３次元出来形管理



３次元出来形管理

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 ＵＡＶ等で計測した後は、計測データを専用のソフトウェアで点群データに処理し、３次元設計

データと比較して出来形の確認を行う。

 ソフトウェアの機能を活用し、計測値と設計値の差を視覚的にわかりやすくしたヒートマップ図

を作成し、出来形管理図表を作成する。

 ＩＣＴの活用により、建設現場における生産性の向上が図られている。



出来形管理基礎研修
２）３次元出来形管理の流れについて
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３次元出来形管理の流れ

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

３次元計測の実施

出来形評価用データの作成

設計データを用いた出来形評価

出来形管理図表の作成

納品用データの作成

３次元計測技術を用いた計測

専用ソフトウェアにより出来形管理用データの作成

３次元設計データを用いて差分計算を実施

専用ソフトウェアにより出来形管理図表を作成

専用ソフトウェアにより電子納品用データの作成



１：３次元計測の実施

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 施工完了後に、ＵＡＶやＴＬＳを用いて施工後の形状を

計測する。

 工種により使用可能な計測技術が異なるため、「３次元

計測技術を用いた出来形管理要領（案）」を確認する。

３次元計測の実施

出来形評価用データの作成

設計データを用いた出来形評価

出来形管理図表の作成

納品用データの作成



２：出来形評価用データの作成

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 計測実施後に、専用ソフトウェアにより出来形管理用

データを作成する。

 点群処理ソフトで計測点群データから対象範囲外のデー

タの削除や、点群密度の変更を行い、出来形評価用デー

タとして１ｍ× １ｍのグリッドデータへ変換を行い、

出来形評価用データを作成する。

３次元計測の実施

出来形評価用データの作成

設計データを用いた出来形評価

出来形管理図表の作成

納品用データの作成



２：出来形評価用データの作成

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 計測実施後に、専用ソフトウェアにより出来形管理用

データを作成する。

 点群処理ソフトウェアで計測点群データから対象範囲外

のデータの削除や、点群密度の変更を行い、出来形評価

用データとしてグリッドデータ（１ｍ×１ｍ）へ変換し、

出来形評価用データを作成する。

３次元計測の実施

出来形評価用データの作成

設計データを用いた出来形評価

出来形管理図表の作成

納品用データの作成



３：設計データを用いた出来形評価

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 出来形管理図表作成ソフトウェアで、３次元設計データ

と出来形評価用データを比較し、その離れ量を算出し、

出来形評価を行う。

 評価の結果を各点ごとにヒートマップとして色付けを行

い、視覚的にわかりやすくした出来形分布図を作成する。

３次元計測の実施

出来形評価用データの作成

設計データを用いた出来形評価

出来形管理図表の作成

納品用データの作成

重ね合せた状況 離れ量計算（差分計算）



４：出来形管理図表の作成

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 出来形管理図表作成ソフトウェアで、出来形評価結果と

ヒートマップをあわせた出来形管理図表を半自動で作成

することができる。

３次元計測の実施

出来形評価用データの作成

設計データを用いた出来形評価

出来形管理図表の作成

納品用データの作成



５：納品用データの作成

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 出来形管理図表作成ソフトウェアの機能を活用し、納品

用データを作成する。必要なデータが揃っているか必ず

確認すること。

３次元計測の実施

出来形評価用データの作成

設計データを用いた出来形評価

出来形管理図表の作成

納品用データの作成
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３）出来形管理基準値について
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JCMA/R5/ＩＣＴ土工（作業の概要と要点）

出来形管理基準及び規格値（ＩＣＴ土工、面管理の場合）

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 土木施工管理基準及び規格値に示される、「面管理の場合」と記述される箇所がＩＣＴ活用工事

の出来形管理基準及び規格値に該当する。

 各工事において管理基準等が定まっているので、自分が担当する工事でも確認する。



出来形管理における測定精度及び計測密度について

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 出来形管理時の測定精度及び計測密度については、「３次元計測技術を用いた出来形管理要領

（案）」の多点計測技術（面管理の場合）に定める使用する各技術における「計測性能及び精度

管理」の節を参照する。各計測技術の「測定精度及び計測密度」を整理したものを下表に示す。

 起工測量とは、計測性能、測定精度、計測密度が異なるため注意が必要である。



出来形管理における測定精度及び計測密度について

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 出来形管理時の測定精度及び計測密度については、「３次元計測技術を用いた出来形管理要領

（案）」の多点計測技術（面管理の場合）に定める使用する各技術における「計測性能及び精度

管理」の節を参照する。各計測技術の「測定精度及び計測密度」を整理したものを下表に示す。

 起工測量とは、計測性能、測定精度、計測密度が異なるため注意が必要である。



施工履歴データを用いる場合の測定精度及び計測密度

BIM/CIMモデルには、「地形モデル」、「地質・土質モデル」、「線形モデル」、「土工形状モデル」、
「構造物モデル」、「統合モデル」の種類があり、構造物や地形などの分類ごとに、作成・更新・管理します。

 施工履歴データの測定精度及び計測密度を以下に示す。施工機械によって精度確認の位置が異な

るため注意が必要である。
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４）留意事項について
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１）出来形帳票作成ソフトウェア

 出来形帳票作成ソフトウェアは、

取得した出来形評価用データと

３次元設計データの面データと

の離れを算出し、出来形管理基

準上の管理項目の計算結果と出

来形の良否の評価結果、及び設

計形状の比較による出来形の良

否判定が可能な出来形分布図を

出力する機能を有していなけれ

ばならない。



２）出来形計測

 施工後の出来形形状を把握する

ために、面的な出来形計測が可

能な３次元計測技術を用いる。

 出来形計測時の測定精度及び計

測密度は、計測技術で異なるた

め「３次元計測技術を用いた出

来形管理要領（案）」を確認す

る必要がある。

 出来形評価用データ等の作成で

は、計測した点群データから不

要点を削除した後に、出来形管

理基準を満たす点密度に調整す

る必要がある。



３）出来形計測箇所

 多点計測技術では法肩、法尻の

変化点の取得が困難であるため、

法肩、法尻から水平方向にそれ

ぞれ±50mm以内に存在する計測

点は評価から除外することがで

きる。

 計測範囲は、３次元設計データ

に記述されている管理断面の始

点から終点とする。



４）出来形計測箇所の補足

 面管理における法肩、法尻部の

評価から除外できる箇所につい

て補足する。

 法肩、法尻から水平方向±50mm

以内に存在する計測点は、標高

較差・水平較差の評価から除く。

 当該部分を除いた範囲で計測点

と施工面の標高及び水平の各較

差で出来形計測を実施する。



５）出来形管理図表の作成の流れ

 出来形管理は、３次元設計デー

タと出来形評価用データの各ポ

イントとの離れ量を算出し、そ

の面的なばらつきによる評価を

行う。

 評価後は、離れ量の色分け表示

を行い、差分を示すヒートマッ

プ図を作成する。

 出来形管理図表は、出来形を確

認する箇所ごと、例えば、平

場・天端、法面ごとに作成する

必要がある。



６）出来形管理帳票の作成時の留意点

 出来形管理基準上の管理項目の

計算結果と出来形の良否の評価

結果、及び設計面と出来形評価

用データの各ポイントの離れを

評価範囲の平面上にプロットし

た分布図にて明示する。

 属性情報として出来形管理基準

上の管理項目の計算結果を表示

できるビューアー付き３次元モ

デルファイルによる納品に代え

ることも可能である。



これで、

出来形管理基礎研修の

ｅラーニングを終了します。

ご視聴ありがとうございました。

本ｅラーニングは、令和６年度時点の情報で作成しています。実際の実務にあたっては最新情報の確認をお願いします。


